
LIP とは…… Local Information Paper の頭文字をとったものです。  

 

 ＬＩＰ（りっぷ）は、枚方市民発の 

福祉・教育・文化・環境・ボランティアなどの 

情報を掲載する地域密着型情報紙です。 
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├ 交野市「みんカフェ」で、「わいわいこどもねっと」開催♪ 

├ 交野で子連れでなごめるお店をシェアしよう！ 
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郵便振替口座 00920-8-120259（ＬＩＰ編集局） 

 敗戦後の１９５０年（昭和２５年）頃、私は神戸三

宮に在ったアメリカ進駐軍専用レストランの案内係と

してアルバイトをしていた。このレストランは、友人

Ｍ君の御尊父が経営に関わっておられた関係でＭ君や

他の２名の学生と共に採用された。勤務時間は午後５

時から９時まで、土日を除く毎週５日間の夕食付き勤

務だった。当時神戸には三宮近くに米軍キャンプがあ

り、現神戸大学近くの高台に将校住宅が並んでいた。 

 １９５０年６月２５日未明、突然北朝鮮軍が３８度

線を突破して韓国に侵攻してきた。朝鮮戦争の勃発で

ある。にわかに米軍キャンプが騒がしくなり、神戸に

入港するアメリカ艦艇が激増し、神戸は異常な興奮状

態に巻き込まれた。北鮮軍の攻撃はすさまじく、米韓

軍は次第に後退し、８月に入ると朝鮮半島の南端まで

押し捲られ、玄界灘に追い落とされる危険な戦況にな

った。そんな緊迫状態の９月初旬、特別な客について

クラブの指示があった。 

 「今夜は特別な兵士だけの営業になる。彼等につい

ては一切口外しないように」と言うのである。 

［３ページに続く］ 

鶴島昭雄さん（枚方在住）に聞く 

「戦争の体験」(６) 或る海兵隊員 

（写真説明） 
アメリカ海兵隊チャック・シーレン軍曹。救出
され、停戦後 38 度線警備に戻る直前のリラッ
クスタイム。 



（エッセイ もぐらの目）       ＬＩＰ ２０１６／０７ 
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こ
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知
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て
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受
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絶
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太
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浴
。
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。
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遮
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。
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懐
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。
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は
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。

あ
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人
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？ 

魚
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？ 

そ
ん
な
大
き
な
犠
牲
の
上
に
今
の

平
和
憲
法
が
あ
る
。 

鶴島緋沙子さんは、山田洋次監
督の映画「学校Ⅲ」の原作となっ
た「トミーの夕陽」や、「私の中
の瀬戸内寂聴」（いずれも、つげ
書房新社刊）などの作品で知られ
る枚方市在住の作家。「大阪府高
齢者大学校エッセー文学科」講
師。「同大学同窓会枚方・寝屋川・
交野合同」の「文章講座」講師。
また、「自閉症」の息子さんの母
親であり、「枚方自閉症児(者)親
の会」の代表です。「もぐらの目」
は、隔月連載の予定。これまでの
連載をまとめた著書「もぐらの
目」が、つげ書房新社から刊行さ
れています。 



（鶴島昭雄さんに聞く「戦争の体験」）  ＬＩＰ ２０１６／０７ 
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［表紙からの続き］ 

 そして、午後六時過ぎ、軍用バスで３５名の海兵

隊員が来店した。全員２５歳前後の兵士達だった。

何となく目付きが鋭く、無口で殺気を放っているよ

うに感じられた。彼等が来て１時間ほど経った頃、

私がトイレで用を足していると、一人の兵士が入っ

て来た。そして、「話がある。どこか別に部屋は無

いか？」と訊いてきた。私は彼を更衣室に案内し

た。彼はチャック・シーレン軍曹でサウスダコタ出

身の２６歳、父は理髪店主で母はワーナーハイスク

ールの音楽教師、と自己紹介した。私は大学２年の

１９歳でバイト中と説明

した。「君は信用できる

か？」必死の眼差しで彼

が訊いた。よほど切羽詰

まった話らしいと思って

「私の亡父は１８年間ハ

ワイに居たジャーナリス

トで、父の友人は今でも私と交流がある」と言う

と、彼の目は途端に和やかになった。 

 彼はグアム基地に勤務していて、この５月に退役

し帰国する予定だったが、突然朝鮮戦線に行く命令

を受けた。退役を楽しみにしている両親に伝えたい

が、家族や友人との連絡を厳重に禁止されているの

で、この手紙を両親に送ってくれないか、と言って

分厚い封筒を私に手渡した。私は断り切れずそれを

受け取った。 

「そのまま別の封筒に入れて君の名前で送って欲し

い。今度の任務は厳しいので９０％命を落とすかも

しれない」そう言ってチャック軍曹は私の目を凝視

した。その目にみるみる涙が溢れ落ちた。彼は私の

手を堅く握り、自分はアメリカ海兵隊の特殊部隊に

属し、本隊に先行して敵陣に潜り込む。それ以上は

極秘だから誰にも言えない。このような戦争が起こ

って残念だが、とんだ親

不孝者だ。君が羨まし

い。君の国は戦争に負け

たが軍隊を持たないし、

すべての若い日本人は兵

役の義務がなくなったか

らね、とチャックは慨嘆

した。わずか１０分ほどの話し合いだったが、私に

とって忘れられない一時となった。私は彼の手紙に

自分と彼の神戸での出会いの様子を伝えるメモをつ

けてチャック軍曹の自宅へ送った。 

 それから約７日後の９月１５日、米韓連合軍が朝

鮮半島中央部の仁川に２５０隻の艦隊を伴って奇襲

上陸を敢行した。この作戦により、戦況は逆転し、

連合軍は１０月２４日に至って韓国全土を奪還し

た。チャック軍曹達の特殊部隊がこの上陸作戦に先

行した事は明白だった。どのようにしたのか、停戦

後の１９５３年８月末、彼がスイスのチューリッヒ

経由便で写真と共に送ってきた手紙に依れば、あの

特殊部隊は、やはり仁川作戦に参加し、大半が戦死

して生存者７名、チャックは敵に捕らえられたが友

軍に救出された。彼は３８度線の警備についた後、

１９５４年９月、無事帰国し退役したとの事であ

る。 

 朝鮮戦争に於ける軍民死者総数は約４００万、ア

メリカ軍戦死者は５万３千人に上った。 

 戦争は、多くの若い命を散らし、上層部の作戦命

令によって無念の死に追いやられるのは日本の特攻

隊だけでなく、敗者も勝者も同様の不幸を負うこと

になる。私達は、恐ろしい戦争に断固反対する指導

者を選ばねばならない。 

文 鶴島昭雄  

鶴島昭雄さん（枚方在住）に聞く 

「戦争の体験」(６) 

或る海兵隊員 

（表紙の写真の裏面のチャック自筆説明） 

８月に撮影された写真。この時、我々は休息し、

前線に戻る準備をしていた。 

（韓国ソウル近郊のどこか） 



（交野こども関連）       ＬＩＰ ２０１６／０７ 
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 ６月 14日（火）午後６時から、交野市
役所別館市民活動ルーム「みんカフェ」
で、「わいわいこどもねっと」（「こども関
連団体交流会」改め）の定例会（月一度
くらいで開催）が開かれました。 
 この日は８つの団体、計 10 人の参加。
ゲストに「みんなでつくる学校 とれぶ
りんか」の中川雄二さんを迎えて、お話
を聞きました。中川さんは、枚方市の中
学校の教師となってすぐ、「生きづらさを

抱える生徒の居場所を」と校内サークル
を作り、不登校や知的障害の生徒たちと
共に活動を続けてきました。やがて 2003年に教
諭を退職、フリースクール「みんなでつくる学
校 とれぶりんか」を作りました。同団体では

若者やこどもたちから自主発信の形で、音楽部、
演劇部、とれぶカフェ等、多様な活動を行って
います。 
 さて、最近「子どもの貧困」として知られる
ようになってきた問題ですが、実は 1990年代か
らこのような問題は顕著に増えてきていたので
す。しかし渦中にある人たちは地域からのつな

がりを断たれ、自ら語ることもしない。そのた
め、身近にそのような問題があっても周囲には
気づかれず知られません。「いくらすばらしい制
度を作っても、人間不信になっていたら、誰か

に聞いて制度を利用してみようとも思わない」
「自分が生きていることを喜んでくれる人がい
る、それが最高の贈り物となる」「一方でお金も
大事。自分の力で得たお金でご飯を食べる、そ
れがすごい充実感。やる気が出て、がんばれる」。
厳しい現実と未来の希望を語る言葉を、参加者
は皆息をつめて聞きました。 
「わいわいこどもねっと」次回の会合は、7 月
の予定で、「みんカフェ」で行います。「つなが
ってくださる方、ぜひご参加ください。お問い

合わせをお待ちしています（sakulearning＠
gmail.comまで）」と、世話役の「sakuらーにん
ぐ」秋山深幸さんは呼びかけます。 

（ＬＩＰ編集局 豊髙明枝） 
 

こども関連の団体、交流しましょ！ 

交野市の「みんカフェ」で、「わいわいこどもねっと」開催♪ 

 ６/１３(月)に交野の市民活動ルーム「みんカフェ」にて、上記シェア会を開催しました。子育て中の

私が司会となり、小さいお子さんをもつ親子さんにもっと交野のお店を楽しんでもらい、癒しの場となっ

てほしい！という想いをこめて、仲良くさせてもらっているお店を紹介。参加は子連れママを初め、そん

なママを応援したい方。１１名の方に視聴いただき、情報交換しました。プロジェクタで映像とともに、

店の顔！店長さんの写真をメインに店内、お料理の写真を各５点程映しました。視聴後、参加者は嬉しそ

うに、どこか誇らしげに「交野にこんな素敵なお店がこれだけあるとは！」と感想を下さいました。シェ

アタイムも交野愛に満ちたトークが繰り広げられ、フェアトレード店の店長さんは「最近交野に住み始め

たママさん達やお店の人だけでなく、市役所の人、市会議員さん、市民活動長くやってる人生の先輩方も

いて、交流できておもしろかったです」との感想でした。これを元にこんな紹介活動が広がり、ママさん

が癒される場が増えればと願っています。               （エトワール 岡本真由美） 

交野で子連れでなごめるお店をシェアしよう！座談会 
報告レポート 

シェア会で紹介させていただいたお店：ＨＯＨＯＨＯＯ、グリーンストーン、ホクトシチセイ、(本)

ぽんぽんぽん、サロンてぶくろ、スタジオオンブラージュ、いつもがわくわく寺子屋、カフェミー

ナ、S cafe、シエスタドゥソレイユ、カット ワ ココニ (順不同) 



（八幡こども未来塾）         ＬＩＰ ２０１６／０７ 
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 八幡市に活動の拠点を置く「八幡こども未来塾」

は、子育て環境の充実と子どもたちの学力向上を願

い、地域の特色を生かした子ども向けの研修講座を

行っています。６月 12 日（日）には、「親子で『土

に学ぼう』」講座の第一回として、地域の田んぼで田

植えを行いました。 

 

 10時集合で田んぼに集まったのは、47家族。お母

さんに抱っこされた０歳児から、幼児、小学生まで、

総勢 126 人が、水をはった田んぼの脇に集まり、こ

れから始まる田植えにワクワク。「指を先に土に入れ

てから、そこに苗を一株ずつ、深く入れていってく

ださい」。説明を聞いた後、深いところはおとなの膝

下まで泥に埋まる田の中へ、裸足でそろそろみんな

入っていきました。台形の形をした田の長辺にあた

るところのいちばん手前にひもを渡して、そこが出

発点。ひもの後ろに皆一列に並んで、指先にはさん

だ苗を、目の前の土の中に入れます。「はい、みんな

植え終わったら、ちょっと下がって」。ひもを少しず

つ移動させながら、一株一株、みんなで植えて。最

初はおっかなびっくりが、だんだん慣れてスピード

アップ。１時間もすると、田んぼにすべて苗が植え

られました。泥だらけの足を水路でざっと洗って、

一仕事を終えた子どもたちは晴れやかな表情です。

「次は、ここで水生生物の観察会をします。よかっ

たら、みんな来てね！」希望者は余った苗をバケツ

に分けてもらい、12時前に解散しました。 

 次回八幡こども未来塾の講座は、 

７月18日（祝・月）10時から、水生生物観察会。そ

の後10月には、稲刈りや芋ほり、収穫祭・カレー作

りと、親子で自然とふれあう講座が続きます。また、

８月２日（火）には、「ＬＥＤ行灯をつくろう」講座

も予定されています。 

（ＬＩＰ編集局 豊髙明枝） 

【参加者募集中】 

★Ｈ28 八幡こども未来塾講座 

親子で「土に学ぼう」（次回以降） 

７月 18日（祝・月）10時～ 水生生物観察会 

10月 15日（土）10時～ 稲刈り 

10月 23日（日）10時～ 芋ほり 

10月 30日（日）10時～ 収穫祭 カレー作り 

20組限定募集中！ 

対象：八幡市内小学生（1～６年生、幼児も可）と

保護者 

参加費：１組 1,000 円 参加者にはもれなくお米

２㎏を進呈します。 

 

★Ｈ28 八幡こども未来塾講座 

「親子でエジソンに学びＬＥＤ行灯をつくろう」 

ＬＥＤ電球を使った行灯をつくり、電球の歴史を

学びます。 

日 時：８月２日（火）10時～ 

場 所：八幡文化センター展示室 

対 象：八幡市内小学生（１～６年生）と保護者 

参加費：1,000円（材料費） 

定 員：20組先着順 

 

上記２講座共に、 

申込方法：ハガキに、住所、氏名、連絡先電話番

号をご記入の上、 

宛先： 〒614-8005 八幡市八幡髙坊８-16 キャ

ンドルビル 八幡こども未来塾 

問合せ：０９０-２７０４－３２１０（奥村） 

八幡こども未来塾講座 「親子で『土に学ぼう』」第１回開催 
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 ６月２日(木)大阪地方裁判所で、原発賠償関西訴訟

の第９回期日が行われました。この裁判は、2011年３

月の福島原発事故で関西に避難してきた人たちが、国

と東電に対して、被害の完全賠償をさせること、事実

関係を明らかにして、事故の真相究明を行うことを、

訴える裁判です。 

 この日傍聴を求めて集まったのは、109人。傍聴希

望者多数のため抽選が行われ、抽選に外れた人のため

に、地裁の隣にある弁護士会館で法廷とほぼ同時進行

で模擬裁判が開かれました。私は運よく傍聴すること

ができました。 

 異動で裁判長が新しい人になったため、まず、2人

の原告による意見陳述が行われました。最初に陳述を

行ったのは、乳飲み子を連れて郡山から大阪に母子避

難してきた森松明子さん。０歳だったお子さんは５歳

になりました。放射線物質が検出された水を飲んで、

母乳を我が子に与えるという決断を迫られた苦渋の

体験を語り、「裁判長、人の命や健康よりも大切にさ

れなければならないものはあるのでしょうか？」と問

いかけました。続いて、浪江町の旧家の家屋敷を改築

して故郷に戻ろうとしていた矢先に原発事故が起こ

り、「帰還困難地域」となってしまった女性の陳述。

彼女はこの３月に甲状腺ガンの手術を受けました。避

難生活の中で味わったさまざまな理不尽なこと、健康

被害のおそれ、そして、地縁で深くつながっていた人

間関係も生活も事故で根こそぎバラバラにされたこ

と、どうしてこんな事故が起こったのか、裁判を通じ

て明らかにされるようにと訴えました。続いて、「原

告ら準備書面29」がパワーポイントで説明され、15.7

ｍの津波が来るという試算結果を2008年に得ていた

にもかかわらず、国が電気事業者とのなれあいによっ

て必要な対策を取らなかったということが述べられ

ました。 

 その後弁護士会館で行われた報告集会では、原告や

サポーター事務局からのお話に続いて、兵庫や京都、

東京で行われている訴訟の原告やサポーターからの

お話、東京での集会の報告など、次々にたくさんの方

が語られました。事故から５年たった今も、事態は改

善するどころか、甲状腺ガンの発症数は増加、年間放

射線量20mSv未満の地域に対する避難指示の解除とセ

ットで政府指示に拠らない避難者に対する在宅支援

を今年度末で打ち切る帰還政策が進められる等、事故

で影響を受けた人々の苦悩は増すばかりです。これ

は、事故で影響を受けなかったという私たちにとっ

て、「他人事」ですませられることなのでしょうか？ 

 次回の期日は、８月４日午後２時からです。 

（とよたかあきえ） 

「人の命」と「健康」と「ふつうの人間らしい暮らし」を求める裁判 

原発賠償関西訴訟第９回期日の傍聴に行きました。 



（イベント情報）           ＬＩＰ ２０１６／０７ 

［イベント情報・ボランティア情報など募集しています。編集局までメールなどで連絡願います］ 

 

 
枚方自閉症児（者）親の会 

＊７月５日（火）１０時～１２時 
＊ラポールひらかた ４階 
＊無料 お茶、お菓子が出ます。 
＊連絡先 三浪（072-868-9929） 
＊どなたでも歓迎です。 

『ひと夏のボランチュール』参加者募集 
■日時：7月23日（土）・24日（日）の2日間 
※宿泊ではありません 
■会場：ラポールひらかたなど 
■主催者および連絡先 
NPO法人 北河内ボランティアセンター 
Tel/Fax：072-848-4166 
E mail:npo-kvc＠kit.hi-ho.ne.jp 
■参加費用：500円（入場料、保険料など） 
■対象：高校生～30歳代 
ボランティアをしてみたいけれど、きっかけがなくて… 
そんなあなたのためのボランティア体験プログラムです。 
知的障がいのある子どもたちと遠足やレクリエーションを楽
しみます。同世代のスタッフがサポートします！安心してご参
加ください。 

＊＊＊無添加石けん・手作り作品 6月の販売予定＊＊＊ 
・「わたしの家」お祭り 7/22（金）： 
・みなよし販売 7/24(日)： 
・フリーマーケット 7/29（金）10:00～ 

障害者労働センターにて 
・バザー 7/12（火）27（水）10:30～ 

市役所前の岡東町公園にて 
・廃油回収 7/19(火) 10:30～ 

さだ生涯学習市民センター前にて 
＊＊近隣にお越しの際はぜひいらしてください！皆でお待ち
しております＊＊ 
障害者労働センター  枚方市中宮山戸町10-12-101 
 TEL072-848-0508 
ネットショップ URL:http//paso0508.cart.fc2.com 

【参加者募集】 ひらよが 
大自然の中で、心地よく体を動かして、心身共にリラックスし
ましょう。 
日時：７月１０日（日）９：30～10：20 （９：20集合） 
場所：枚方河川公園（三矢交差点から土手を斜めにおりたとこ
ろ） 
講師：Yuta（のんびりヨガ） 
持ち物：ヨガマットまたはレジャーシート、水分、汗拭きタオ
ル、日焼け防止グッズ 
参加費：運営協力金100円～ でご参加いただけます。 
＊申込不要。＊充分な日焼け対策をお願いいたします。 
＊雨天中止です。中止の場合当日８時半にホームページで掲載
しますのでご確認ください。（「ひらよが」で検索） 
＊ご質問は、Email: hirayoga＠yahoo.co.jpまで。 
共催：特定非営利法人 ひらかた市民活動支援センター 
    ひらかたハートセラピー協会 
    ＹＢＣ(笑)-スポーツ応援クラブ‐ 

「今だから話せる“少し先”のこと。遺すモノ、遺される側
のコト、遺したい想い。一緒に考え、語り合いませんか？」 
 
■日時：7月10日11時15分～12時30分（開場11時） 
■会場：まちライブラリー＠森ノ宮キューズモール 
■主催者：一般社団法人まごころ相続百貨店、すまいるポスト 
■連絡先：一般社団法人まごころ相続百貨店 
Tel 06-6366-8822 Mail itono＠magocoro-dept.com 
■参加費用：無料*（お一人様1枚ドリンクチケット￥500を
ご購入下さい） 
最近、相続に関するトラブルが増えています。想いがあるか

らこそ揉める、「〝相続〟を〝争続〟にしないために考える3
つのポイント」について司法書士・行政書士のお話を交えなが
ら、いざという時にはなかなか話ができない“少し先”のこと
について、一緒に考え語り合いませんか？ 

憲法カフェ 
憲法カフェをします。大橋さゆり弁護士にわかりやすくお話を
していただきます。 
お茶とお菓子付きです。どうぞお気軽にご参加ください。 
〈いつ？〉7月17日（日）14:00～16:00  
〈どこで？〉交野市ゆうゆうセンター ３Ｆ研修室 
（ＪＲ河内磐船駅下車歩３分または京阪河内森駅下車歩７分） 
〈お話〉大橋さゆり弁護士（明日の自由を守る若手弁護士の会） 
〈テーマ〉 「緊急事態条項」って何？ 
〈参加費〉 500円 
〈呼びかけ〉憲法とくらしを考える会・交野 
      平和で豊かな枚方を市民みんなでつくる会 
〈連絡先〉憲法とくらしを考える会事務局 090-9713-0652 

予測不可能な災害に対して 
飼い主としてペットのために備えておきたいこと 

■日時：8月29日（月曜日） 
■会場：難波市民学習センター【講堂】（OCAT4階) 
■主催／連絡先 特定非営利活動法人 心織（ここる） 
  cocorudog＠gmail.com 
 後援：公益社団法人 大阪府獣医師会・大阪市獣医師会 
■参加費：第1部/第2部 ここる会員 各2,500円 非会員 
各3,500円 
 終日参加 ここる会員 4,500円  非会員 6,500円 
第1部 飼い主としてペットのために災害にそなえておきたい
こと 
第2部 災害発生時の周囲とのネットワーク作り・現状とこれ
からのあり方 
熊本大震災チャリティセミナーとし、ご後援くださる大阪府獣
医師会・大阪市獣医師会をとおして「熊本大震災動物救護活動
支援義援金」に参加費のうちからおひとり1000円を寄付いた
します。 
申込先 
 http://www.kokuchpro.com/event/11223939/ 

みんなの学校上映会＆木村泰子先生講演会 
■日時：8月28日(日曜日） 
■会場：ドーンセンター【パフォーマンススペース】 
■主催／連絡先 みんなの学校を広める会 072-813-5670 
■参加費：午前・午後各大人1,000円 小学生500円 一日券
大人1,500円 小学生800円 
「すべての子どもに居場所がある学校をつくりたい」「学校が
変われば地域が変わる。そして社会が変わっていく」というこ
とばがチラシにも書かれていますが、大阪市住吉区の大空小学
校、初代校長の木村先生がつくって来られた子ども、先生、地
域の方々 との取り組みをぜひ皆さんに知って頂きたいです！ 
申込先：http://www.kokuchpro.com/event/373715/ 
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イラスト 表紙：平井由恵 
     裏表紙：平井ともき 

ＬＩＰは、次の場所に置かせていただいてます。 
☆ 各生涯学習市民センター・図書館・メセナひらかた3Fウィル・ひらかたＮＰＯセンター 
☆ 枚方市ボランティアセンター  [ラポールひらかた内  072-841-0181] 
☆ 北河内ボランティアセンター  [枚方市磯島茶屋町20-1-101  072-848-4166] 
☆ 子ども家庭支援センター ファミリーポートひらかた  [枚方市招提南町2-50-1  072-850-4400] 
☆ コミュニティーカフェ ラ テール  [枚方市西禁野1-3-27 禁野口バス停前  072-848-0418] 
☆ ＮＰＯ法人 りりあん  ［枚方市長尾元町6-39-15  lilian＠kcat.zaq.ne.jp］ 
☆ 婦人洋品店 シャルム  ［枚方市南楠葉1 丁目2-16 くずは公民館向かい  072-850-1362］ 
☆ 喫茶 Ｄｉｋ Ｄｉｋ  ［枚方市岡本町8-17  072-846-5377］ 
☆ 街かどデイハウス 藤阪愛逢  [枚方市藤阪元町2-27-1  072-855-6978] 
☆ 泉屋 楠葉店  [枚方市楠葉並木2-2-2  072-868-3060] 
☆ 身体障害者共同作業所 キッズ枚方コミュニケーションズ  [枚方市堤町2-1-103  072-861-6360] 
☆ 京阪総合会計事務所  [枚方市西禁野2-4-17 第５松葉ビル301  072-805-5252］ 
☆ ソーイングの店 みなよし  [枚方市香里ヶ丘3-11-3-4  072-854-0756] 
☆ 枚方市地域包括支援センター社協こもれび  [枚方市南楠葉1-30-1 エクセレント辻ビル203号室  072-856-9177] 
☆ ＷＡＶＥ３４（ボウリング場）  [枚方市田口4-11-8  072-848-0450] 
☆ ヘアースタジオぱぺぽ  [枚方市南楠葉２丁目4-3  072-850-9070] 
☆ 枚方市役所（市民活動課・環境総務課・人権政策室） [枚方市大垣内町２丁目1-20  072-841-1221] 
☆ 枚方市役所 津田支所  [枚方市津田北町2-25-1  072-858-1502] 
☆ (財)枚方市文化国際財団 [枚方市岡東町8-33 市民会館内  072-843-1122] 
☆ 枚方市総合福祉センター  [枚方市津田東町2-26-1  072-858-5835] 
☆ (社福)やなぎの里 精神障害者通所授産施設 ぱぴるす [枚方市大字尊延寺2200  072-859-0245] 
☆ ＮＰＯ法人パーソナルサポートひらかた [枚方市中宮山戸町10-12-105  072-848-8825] 
☆ 自閉症療育センター Link  [枚方市岡東町24-10 アイエス枚方ビル３階  072-841-2411] 
☆ 紅茶専門店ＶＩＥ [枚方市南楠葉1-1-34  072-856-2355] 
☆ shot bar カボチャソース [枚方市牧野下島町14-22  072-809-7676] 
☆ ポパイ商店 [枚方市山之上２丁目16-9  072-846-7232] 
☆ ＮＰＯ法人ハートネット [枚方市村野西町１-２７  072-805-4373] 
☆ クッキー工房おれんじはうす [枚方市交北３丁目3-10  072-856-8378] 
☆ 陶器食器のお店 a new sprout [枚方市堤町2-14  072-846-9550] 
☆ 雑貨／カフェ ルポ・デ・ミディ [枚方市堤町10-12  072-843-1525] 
☆ 渦潮ベーカリー楠葉店 [枚方市町楠葉1-30-6  072-856-5420] 
☆ 輝きプラザ「きらら」 [枚方市車塚1-1-1] 
☆ 三代目たくちゃん ピーコ  [枚方市牧野阪２丁目7-30  080-3785-1728] 
☆ ＭＩＫＩＨＯＵＳＥ キャラメル [枚方市牧野阪2-9-15-105  072-857-6626] 
☆ 株式会社 丸天酒店 [枚方市牧野阪2-5-23  0120-39-7003] 
☆ MogaJogaDining枚方宿 [枚方市堤町2-15 072-846-3535] 
☆ bar moonshine [枚方市宇山町４－８  072-866-5667] 
☆ とくふうホーム [枚方市大字尊延寺４５９２－２４  072-858-4058] 
☆ 音楽療法スペース  ウッドヴィレッジ [枚方市牧野下島町9-12  070-857-3540] 
☆ みんなでつくる広場 「ちょこっと」 [枚方市楠葉野田2-30-8  072-856-9439] 
☆ スパバレイ枚方南  [枚方市津田山手1丁目24-1  072-808-4126] 
☆ やすらぎの丘霊苑  [枚方市大字尊延寺4588 番4  072-896-1212] 
☆ 苺のいえ  [枚方市甲斐田町５番２５号ウエストヒルズ１０２号 072-805-2660] 
☆ ちいさいほいくえん みんなの里  [枚方市楠葉並木2-28-4  072-845-6814] 
☆ 韓国茶が楽しめるカフェ 「Cafe Cajjo」  [西禁野2-8-3  072-848-8481] 
☆ くずはアートギャラリー [枚方市楠葉花園町15-1-Z302 本館ハナノモール 3階] 
☆ カフェサリー [枚方市山之上４丁目30-1 竹本ビル１階  072-844-0011] 
☆ カフェ ル ポン [枚方市高田２丁目20-17  072-396-8785] 
☆ 「市民の広場」ひこばえ [枚方市大垣内町2-8-27 シンエービル別館A 室  072-846-8780] 

◇   ◇   ◇   ◇   ◇ 
☆ フレッシュベーカリー ラッキー [寝屋川市早子町18-1  072-821-0413] 
☆ ヘアーサロンおおまち [交野市私部3-17-2 072-891-5024（予約優先）] 
☆ えんでら村作業所 [交野市天野が原町２丁目14-20 072-893-4890] 
☆ 小規模通所授産所施設 ミルキーウェイ [交野市天野ヶ原町２丁目14-20] 
☆ 交野市役所内わいわいネット [交野市私部1 丁目1-1] 
☆ ギャラリー天野が原 [交野市天野が原町５丁目20-5] 
☆ Cut wa Coconi  [交野市梅が枝55-13 072-893-0020] 
☆ 大衆酒場 金八っつぁん 交野店 交野市私部３丁目18-1  072-894-2277 
☆ 大阪府衛生会附属診療所 [高槻市奈佐原955  072-696-3351] 
☆ 宇治田原社会福祉事務所 [綴喜郡宇治田原町荒木天皇2  0774-88-2394] 
☆ むく福祉会 ワークホーム れっつ [綴喜郡宇治田原町贄田船戸38-1  0774-88-5846] 
☆ ベビーフェイスプラネッツ松井山手  [八幡市欽明台北１ ソフィアモール内  075-982-3271] 
☆ 「月桃の花」歌舞団 十三スタジオ  [大阪市淀川区木川西3-4-20 2F  06-6885-8475] 
☆ 西宮男女共同参画センター ウェーブ  [西宮市高松町4-8  0798-64-9495] 
☆ ふらっとねやがわ  [寝屋川市東大利町2-14（市立産業振興センター5 階）  072-800-5789] 
☆ ふれあいプラザ香里  [寝屋川市香里南之町19-17 フレスト香里園店１階 072-835-3335] 
☆ 大東市立生涯学習センター アクロス  [大東市末広町1-301  072-869-6505] 
☆ フェルデンハウス北斗星  [寝屋川市田井町5-26  070-5435-1965] 
☆ 青年の家 [交野市私部２丁目29--１  072-892-7721] 
☆ 大阪府立男女共同参画・青少年センター（ドーンセンター） 

[大阪市中央区大手前1 丁目3-49 0６-6910-8500] 

ＬＩＰ会計報告（前号以降） 

金額(円) 内容 

62,234 前号から繰り越し 

3,000 応援団寄付 

▼500 ６月ロッカー代 

▼4,170 ６月号印刷代 

▼960 郵送代 

59,604 計（次号へ繰り越し） 

 

応援ありがとうございます！ 

安部晴代さん 渡辺洋一郎さん 

New 

とれぶカフェ 
日付：７月２２日（金） 
場所：ラポールひらかた４階 
   ミーティングルーム１、２ 
時間：１８時３０分～２０時３０分 
参加費：高校生以上 ５００円 
     小・中学生、障がい者 ３００円 
     ヘルパー、幼児 無料 
是非お越し下さい♪  歌とお茶を用意し待ってます♪ 


